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第 13 回  熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録 

 

平成29年６月22日(木曜日) 

            午前10時０分開議 

            午前11時34分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 （１）２０１９女子ハンドボール世界選手

権熊本開催に関する件 

 （２）ラグビーワールドカップ２０１９熊

本開催に関する件 

 （３）２０２０東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に関する件 

 （４）共通する事項 

 （５）付託調査事件の閉会中の継続審査に

ついて 

 （６）その他 

――――――――――――――― 

出席委員(15人) 

        委 員 長 池 田 和 貴 

        副委員長 髙 野 洋 介 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 藤 川 隆 夫 

                委  員 荒 木 章 博 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 溝 口 幸 治 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 渕 上 陽 一 

                委   員 橋 口 海 平 

        委  員 楠 本 千 秋 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 髙 島 和 男 

                委  員 大 平 雄 一 

        委  員 吉 田 孝 平 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

商工観光労働部 

         部 長 奥 薗 惣 幸 

政策審議監兼 

商工政策課長 中 川   誠 

観光経済交流局長 原 山 明 博 

観光物産課長 永 友 義 孝 

国際課長 小 金 丸 健 

    国際スポーツ大会 

        推進局長 小 原 雅 晶 

    首席審議員兼国際 

スポーツ大会推進課長 水 谷 孝 司 

 教育委員会 

教育理事 山 本 國 雄 

教育政策課長 江 藤 公 俊 

体育保健課長 西 村 浩 二 

総務部 

首席審議員兼人事課長 平 井 宏 英 

 企画振興部 

地域・文化振興局長兼 

地域振興課長 斉 藤 浩 幸 

文化企画・世界遺産 

推進課長 手 島 伸 介 

 健康福祉部 

障がい者支援課長 奥 山 晃 正 

 土木部 

道路都市局長 宮 部 静 夫 

都市計画課審議員 伊 東   貢 

 警察本部 

警備第二課長 森 本 信 明 

交通規制課長 瀬 河 清 信 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 福 島 哲 也 

     政務調査課主幹 佐 藤   誠 

――――――――――――――― 

午前10時０分開会 

〇池田和貴委員長 ただいまから第13回国際

スポーツ大会推進特別委員会を開催いたしま

す。 

 本来であれば、執行部関係部局全てがそろ
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った年度当初の委員会でございますので、自

己紹介をしてスタートというところでござい

ますが、今月10日に行われたラグビー日本代

表国際テストマッチに特化する形で、一部の

執行部を集めて先月の10日に第12回の委員会

を開催しましたので、本日は出席名簿をごら

んいただいて紹介にかえさせていただきたい

と思います。 

 審議に入ります前に、商工観光労働部長か

ら発言の申し出があっておりますので、発言

をお願いいたします。 

 

〇奥薗商工観光労働部長 改めまして、一言

御礼を申し上げます。 

 ６月10日に行われましたラグビー国際テス

トマッチ日本代表対ルーマニア代表戦につき

ましては、池田委員長を初め委員の皆様方を

中心とした県会議員の皆様、また県内外の多

くの方々の御支援をいただきました。心から

感謝を申し上げます。本当にありがとうござ

いました。 

 おかげさまをもちまして、天候にも恵まれ

まして１万8,585名、多くの方々に観戦いた

だきまして試合を盛り上げていただきまし

た。 

 これは、県内において行われたラグビーの

試合で過去最高の入場者数でございます。熊

本の熱い思いを、全国に発信できたと考えて

おります。 

 また、日本代表の気迫あふれるプレーと勝

利で、ラグビー観戦が初めての方にも、十分

に魅力を感じていただけたのではないかとい

うふうに思っておるところでございます。 

 今回の盛り上がりやさまざまな反省点をし

っかりと検証いたしまして、２年後のワール

ドカップ本番に生かしてまいります。 

 本日は、テストマッチの状況報告や、８月

に開催されます女子ハンドボールプレ国際大

会等につきまして、担当課長から説明させま

すので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

〇池田和貴委員長 奥薗部長、どうもありが

とうございました。そして大変お疲れさまで

ございました。部長を先頭に、本当に皆さん

方頑張っていただいたというお話を、私ども

も県民の多くの方からお伺いをしたところで

ございます。テストマッチが本当にいい結果

になってくれて、よかったというふうに私も

思っているところでございます。 

 委員の皆様におかれましても、チケットの

購入を皆様方、御協力をいただきまして本当

にありがとうございました。当初、県議会で

300枚購入させていただきましたが、その後

さらに皆様方から御注文いたしまして、最終

的には640枚県議会のほうでチケット購入を

したところでございます。本当に、皆さん方

の御協力、大変ありがとうございました。１

万8,500以上入っていたような気がするばっ

てんですね。２万人を超えていたんじゃない

かと誰もがおっしゃっていましたけれども、

数字的には過去最高でよかったと思っており

ます。 

 それでは、審議に入らせていただきたいと

思います。 

 お手元に配付しております本日の次第に従

い、まず執行部から一括して説明を受け、そ

の後、質疑は議題ごとに行いたいと思いま

す。 

 なお、委員会の運営を効率的に行いたいと

考えておりますので、説明につきましては簡

潔にお願いいたします。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 国際スポーツ大会推進課長の水谷と申し

ます。失礼して、座って説明させていただき

ます。 

 まず最初に、資料の確認をさせていただき

ます。 

 本日、資料はＡ４横のページ上に、第13回
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の特別委員会資料と書いたものが１部、それ

から別添１、別添２、別添３をつけさせてい

ただいております。 

 それから、ちょっと申しわけないんですけ

れども、資料の訂正がございますので、最後

に資料１枚つけさせていただきます。「ドイ

ツ大会参加国」という資料でございます。 

 以上でございます。ありますでしょうか。 

 では、Ａ４横の特別委員会資料をお願いい

たします。表紙は、目次になります｡これか

ら付託案件について、順に説明させていただ

きます。 

 では開いていただいて、１ページをお願い

いたします。 

 最初に、2019女子ハンドボール世界選手権

熊本開催に関する件です。 

 １ページは、大会の概要です。大会の期間

は、2019年、平成31年の11月30日土曜日から

12月15日日曜日までの16日間です。 

 試合会場は、パークドーム熊本、アクアド

ームくまもと、それに八代市、山鹿市の総合

体育館です。 

 参加チームは24カ国、全88試合が熊本で開

催され、女子ハンドボールの世界一が決まり

ます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ２月の定例会の委員会以降の、主な取り組

みを説明させていただきます。 

 まず(1)大会基本計画の策定です。大会の

概要や競技会場、輸送、宿泊等の大会準備・

運営に係る基本的な方針などを定めたもの

で、３月21日に開催した組織委員会理事会で

承認をされました。 

 大会の意義として、新しい熊本を世界に発

信することを基本理念とし、誰もが楽しめる

大会、女性が活躍する大会、環境に配慮した

大会、熊本らしさを感じる大会の４つを柱と

して取り組んでいくこととしました。 

 また、大会の準備・運営に係る、第３章で

すけれども、(1)の総務・財務から(19)のフ

ァンゾーンまで19の項目について基本的方針

を定めました。 

 基本計画の本文は別添１として添付させて

いただいておりますので、後ほどごらんいた

だければと思います。 

 ３ページをお願いいたします。 

 (2)日本ハンドボールリーグ女子プレーオ

フが３月25日、26日の両日、世界選手権の会

場の１つ、アクアドームくまもとで開催され

ました。 

 地元オムロンピンディーズは、残念ながら

決勝には進めませんでしたが、熊本で初めて

のプレーオフということで、県内はもちろん

県外のハンドボール部員など多数来場してい

ただきました。 

 また、主催者のリーグ機構の御厚意によ

り、熊本スポーツ大会実行委員会の企業、団

体の皆様を御招待してくださり、59の企業、

団体、1,331人の方が観戦されました。観戦

された方からは、初めて見たけれどもスピー

ド感があっておもしろかったなどの御意見を

多数お聞きしました。 

 ４ページをお願いいたします。 

 国際ハンドボール連盟（ＩＨＦ）による現

地視察です。 

 ３月30日、31日の２日間、ＩＨＦ担当役員

などによる世界選手権の会場地、熊本市、八

代市、山鹿市の競技会場や宿泊施設等の視察

が行われました。競技会場は観客席、競技ホ

ール、設備、諸室などを、宿泊施設は選手、

ＩＨＦ、メディアのそれぞれが使用するとい

う視点で視察が行われました。 

 視察の結果は、翌４月にＩＨＦから報告さ

れ、その中で山鹿会場の観客席や設備、また

八代会場、山鹿会場の宿泊施設について指摘

を受け、現在テレビ会議などを通じて確認作

業を行っております。 

 これらについては、今月末に行われます女

子ハンドボール世界選手権大会、ドイツ大会

のドロー会議の後に、現地で協議を行うこと
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としております。 

 次に、今年度の主な取り組みについて御説

明いたします。 

 ６ページ以降で、少し詳しく説明させてい

ただきます。 

 まず(2)プレ国際大会の実施です。 

 熊本地震復興支援女子ハンドボール国際大

会ＪＡＰＡＮ ＣＵＰ 2017として、日本ハ

ンドボール協会、世界選手権大会組織委員会

の共催で、日本代表、日本リーグ選抜、ポー

ランド代表、アンゴラ代表の４チームの参加

のもと、８月３日から６日にかけて宇城市、

人吉市、山鹿市の３会場で４チームによる総

当たりリーグ戦方式で計６試合行います。 

 チケットは、４月１日からセブンイレブン

などで販売を開始いたしますが、さきのラグ

ビーテストマッチ同様、県ハンドボール協会

とも連携し、チケットの手売り販売等を通じ

て集客を図ってまいりたいと思います。料金

は前売りで、一般・大学生が1,500円、中高

生が700円、３日間通し券は、それぞれ3,000

円、1,500円となっています。熊本地震復興

支援ということで、日本代表戦としては低料

金の設定となっており、小学生以下は無料と

なっております。夏休みでもありますし、特

に子どもたちに世界レベルのハンドボールを

見てもらいたいと考えております。 

 また、今回熊本市以外の３会場で開催する

ことでハンドボールの魅力を伝え、国際スポ

ーツ大会への機運を県全体に広めていきたい

と考えております。 

 次に、熊本大会の前の大会となる、女子世

界選手権ドイツ大会についてです。 

 ２年に1回の世界選手権ですので、ドイツ

大会は熊本大会の前の最後の大会となりま

す。大会運営についてしっかり視察するとと

もに、熊本大会への引き継ぎをしてまいりま

す。 

 参加国ですけれども、開催国のドイツ、前

回優勝のノルウェー、プレ大会にも出場する

アンゴラ、アジア予選を勝ち抜いた韓国、日

本、中国など全24カ国が出場いたします。 

 ここで申しわけありません、資料の訂正を

させていただきます。 

 最後にお配りした一枚紙をお願いいたしま

す。 

 資料本文には、未決定の中にヨーロッパプ

レーオフ(9)とありますけれども、ヨーロッ

パの９カ国は決まっておりました。申しわけ

ありません、訂正させていただきます。追加

資料のアンダーラインを引いているところ

が、９カ国、既に決定済みのところです。そ

の後、現在パンアメリカ予選がアルゼンチン

で開催されておりまして、その出場国で組み

合わせ抽選会が今後行われることとなってお

ります。 

 会場は６都市、ドイツの国内６都市で行わ

れます。ハンブルグの会場がメイン会場とな

っております。 

 続いて、８ページをお願いいたします。 

 今ドイツ大会のドロー会議が今月27日、同

じくハンブルグで行われます。熊本大会でも

同様に、大会の半年前に行うことになります

ので、この会議の模様も視察してまいりま

す。また、この会議にはＩＨＦの役員なども

集まりますので、３月の視察の指摘事項等に

ついて現地で協議を行うこととしておりま

す。 

 次に、(4)キャッチフレーズの募集です。 

 大会の機運醸成を図るため、各種広報媒体

上で使用するキャッチフレーズを来月1カ月

間公募します。応募された作品を審査・選定

し秋に発表し、大会のＰＲに広く活用してま

いりたいと思います。 

 最後に、(5)実施計画等の策定です。 

 さきに策定した基本計画に基づき、チケッ

ティング、マーケティング等、各分野の実施

計画を策定するとともに、国際ハンドボール

連盟との協議を踏まえ、各会場の基本計画を

策定することとしています。 
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 次に、ラグビーワールドカップ2019熊本開

催に関する件です。 

 大会の概要は記載のとおりですが、5月10

日に日本大会の予選の組み合わせ抽選が決定

いたしました。 

 (3)になります。 

 日本は、世界ランキング４位のアイルラン

ド、５位のスコットランドと同じプールＡに

入りました。また先日のテストマッチで戦っ

たルーマニアがヨーロッパ地区１に入ると予

想されています。 

 予選は、それぞれのプール５チームが総当

たり戦を行い、上位２チームが決勝トーナメ

ントに進みます。ランキング11位の日本が決

勝トーナメントに進むには、ランキング上位

のアイルランド、スコットランドのどちらか

に勝つことが最低条件ですけれども、先週の

アイルランドとのテストマッチの結果を見ま

すと、その壁は厚いものがあると思います。

ただ、大会の盛り上がりには地元日本の代表

の活躍は欠かせませんので、その奮起に期待

したいと思います。 

 10ページをお願いいたします。 

 さきに行われました国際テストマッチにつ

いてです。 

 特別委員会の委員の皆様を初めとした県議

会の皆様、また県内の企業・団体の皆様、さ

らに九州各県の御支援を受け１万8,585人も

の方々に来場していただきました。 

 次に、(3)観客輸送についてです。 

 本番を見据え、今回も自家用車の会場への

乗り入れを制限した結果、①の自家用車利用

のパーク＆バスランドが5,240人、➁のＪＲ

光の森駅からのシャトルバスなどの公共交通

機関利用が4,296人、➂の県内外からのツア

ーバス等が2,480人で、合わせて１万2,000人

以上の方々が何らかの交通機関を利用されて

来場されました。それ以外の方は、自転車、

バイク、徒歩、また、自家用車での近くまで

の送迎もあったものと考えております。 

 当日は、大きな交通渋滞はなかったと聞い

ておりますが、シャトルバスの運用やタクシ

ーの手配など、さまざまな御意見をいただい

ております。 

 また、会場では観客の皆様から、観客輸送

に関するアンケート調査も行っておりますの

で、しっかり分析して本番に向けた輸送計画

に生かしていきたいと思います。 

 次に、12ページをお願いします。 

 (4)会場整備についてです。 

 まず、ピッチではワールドカップ本番でも

使用する高さ17メートルのゴールポストを整

備しました。国内で行われたテストマッチで

17メートルポストを使ったのは初めてとのこ

とでした。また、ゲームが行われた芝の周り

に天然芝を敷設しました。この芝を含めピッ

チの芝の状態については、ラグビーワールド

カップリミテッド――ラグビーの国際連盟に

当たるところです、や、実際にプレーした日

本代表選手から非常に高い評価を得ました。 

 また、更衣室は今回整備が間に合いません

でしたので、個別のロッカータイプのものを

仮設で用意しました。またトレーニング設備

についても、ウェイトの重いダンベル等を一

部レンタルで準備しました。これらは2019年

の本番に向け、今年度整備することとしてお

ります。 

 次に、13ページをお願いします。 

 ファンゾーンイベントです。ワールドカッ

プ本番を見据え、試合以外にも観客に楽しん

でいただくため、ステージイベントや体験コ

ーナー、グルメゾーンを設けました。 

 試合のキックオフ時間は午後2時40分、ま

た開場時間は正午でしたけれども、お笑いタ

レントの出場もあってか観客の集まりは早

く、試合開始前多くの方が利用されていまし

た。このファンゾーンイベントは観客の来場

時間の分散化を図るという目的もありました

ので、今回のファンゾーンの実施は一定の効

果があったのではないかと考えています。 
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 一方、観客の帰宅についても分散化させる

ため、試合終了後もステージイベントなどを

実施しましたが、そのまままっすぐ帰宅され

る方が多く、試合前ほどの利用はありません

でした。 

 この本番への運用についても、本番に向け

てしっかり検証していきたいと考えておりま

す。 

 次に、(6)交流事業です。今回、日本代

表、ルーマニア代表のチームにおいては、積

極的に県民との交流を行っていただきまし

た。日本代表は、被災地の学校でのラグビー

教室や仮設団地を訪れての住民との交流会に

参加してもらいました。 

 14ページをお願いいたします。 

 ルーマニアチームは、宿舎に近い中学校に

選手全員が参加し、ラグビーを通じた交流会

が行われました。生徒たちは、選手の大きな

体や力の強さに驚きながらも、目を輝かせな

がら、ラグビーやルーマニア国への理解を深

めたと聞いております。 

 さらに、当日は試合に出場しない日本代表

選手による、実際に試合が行われるピッチを

使ったラグビー教室が行われました。日本代

表が熊本で試合すること自体が初めてでした

ので、ちびっこラガーにはまたとない機会に

なったと思います。 

 今回のテストマッチは天候にも恵まれ、県

議会を初め多くの県民の皆様の御支援をいた

だき、特に大きな混乱もなく開催することが

できました。 

 このことは、ワールドカップの開催地とし

て、日本ラグビー協会やワールドカップ組織

委員会からも高い評価が得られたのではない

かと考えています。 

 また、世界トップレベルの迫力あるプレー

を間近に見られたことや、日本代表の勝利も

あり、ラグビーに関心を持っていただいた方

もふえ、ワールドカップに向けた期待感が高

まったと思います。 

 一方、観客は当初の見込みを上回ったとは

いえ、満員の会場にはまだ遠く、観客の輸送

も事前の周知を含め今後の課題は多いと認識

しています。 

 ただ、今回テストマッチを開催したことに

より、実地の経験を積むという貴重な経験を

早く持つことができました。この経験をしっ

かり検証し、本番に向け今後着実に準備を進

めてまいりたいと思います。 

 次に、今年度の主な取り組みを説明いたし

ます。 

 14ページの下からですけれども、まず、こ

の夏以降、公認チームキャンプの候補地の選

定が行われます。また９月の中旬に大会の日

程が発表され、熊本でも、どの日程でどのチ

ームとどのチームが対戦するかが決まりま

す。あわせて、チケットの販売方法などの情

報が発表される予定です。 

 また、大会の２年前となります９月から10

月にかけて、機運を盛り上げるためのイベン

トを計画しております。12月には国内のラグ

ビートップリーグがダブルヘッダーで、えが

お健康スタジアムで行われます。今回は、昨

シーズン優勝のサントリーの試合も組まれま

したので、ラグビーファンがさらにふえるよ

う県ラグビー協会とも連携し、集客を図って

まいります。 

 最後に、来年度４月には大会組織委員会の

出先機関となる開催都市組織委員会ＬＯＣが

設置されます｡この設置に向けた準備も進め

てまいります。 

 15ページ以下で、これから個別に説明いた

します。 

 まず(2)会場の整備です。スタジアムの照

明、座席、トイレの改修、２面目の大型ビジ

ョンの設置、更衣室、ドーピングコントロー

ル室の改修などを進めてまいります。 

 16ページをお願いいたします。 

 (3)九州連携です。ラグビーワールドカッ

プは全国で12会場、九州では熊本のほか福
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岡、大分でも開催されます。この３つの会場

の知事、市長が先日熊本に集まり、ワールド

カップの成功に向けた九州開催地宣言が行わ

れました。この宣言書を本日用意しておりま

すので、恐れ入りますがごらんください。右

上に、別添２と書かれたものです。 

 宣言では、まん中ほどですけれども、１、

最高の観戦環境の提供、２、アジアを初め海

外からの積極的な誘客活動に、九州３開催地

が協力して取り組むこととしました。 

 また最後の段落ですけれども、女子ハンド

ボール世界選手権や福岡市の世界水泳選手権

にも協力して、誘客等に取り組んでいくこと

としました。 

 この開催地宣言が行われた日の午後、鹿児

島県で九州地方知事会議が開催されました。

その際、この宣言を知った佐賀県知事から

は、そのような宣言をするなら声をかけてほ

しかったとか、鹿児島県知事からも九州一体

となって取り組んでいこうという意見が出さ

れました。 

 今後、次に説明する公認チームキャンプの

実施など、開催地以外の県も含め九州各県が

連携して、大会開催に向け準備を進めてまい

ります。 

 次に、(4)公認チームキャンプ地誘致につ

いてです。 

 公認チームキャンプとは、大会期間中、出

場チームがベースキャンプとするものです。

組織委員会が一元管理するもので、宿泊費、

移動費、食費等は組織委員会が負担します。 

 今回のテストマッチでも日本代表は北九州

でキャンプを行っており、熊本には試合前日

に入り、翌日には別なキャンプ地に移りまし

た。ですから、熊本で試合をしないチーム

も、熊本で公認チームキャンプを行う可能性

もあります。この公認チームキャンプには全

国で76件、90の自治体が応募し、九州では資

料のとおり16件の応募があっております。熊

本は、県と熊本市が連名で応募いたしまし

た。 

 この夏以降、応募した中から公認チームキ

ャンプ地の候補地が決定され、各チームの実

施視察を経て来年春以降、順次キャンプ地が

決定されることになっています。 

 前回のイングランド大会では、全部で41カ

所公認チームキャンプが行われ、予選の期間

中は１チームが１カ所の公認キャンプ地で使

用した平均日数は9.8日、１チームの平均公

認キャンプ地の使用数は３カ所だったとのこ

とです。中には、複数の公認キャンプ地とな

って滞在が27日に及んだところや、３チーム

を受け入れたところもあったとのことでし

た。 

 さきのテストマッチではルーマニア代表か

ら、熊本の練習環境はよいとの声も聞かれて

おりますので、チーム準備視察が行われる際

は選ばれるよう、しっかり対応したいと思い

ます。 

 最後に(5)開催都市、開催都市組織委員会

（ＬＯＣ）の設置に向けては、執務環境の整

備や組織体制の整備、また研修などを行って

まいります。 

 次は、Ⅲ 2020東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に関する件です。 

 17ページにはオリンピック・パラリンピッ

クそれぞれの概要を記載しております。 

 続いて、本県の取り組み状況を説明いたし

ます。18ページをお願いいたします。 

 まず、(1)キャンプ地誘致についてです。 

 ①のインドネシアバドミントンの誘致につ

いては、県として国のホストタウンとして登

録し誘致を進めてきましたが、昨年のリオオ

リンピック後、インドネシアバドミントン協

会の会長が交代されました。その後、事務局

とのメールのやり取りを通じ交渉の糸口を探

ってきましたけれども、今月初めにビラント

新会長との面談の機会を得ることができまし

た。写真が、そのときの様子です。 

 新会長にキャンプ地受け入れの知事の親書
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を渡すとともに、キャンプ誘致につながるイ

ンドネシアナショナルチームと再春館製薬所

チームとの交流試合、ジュニアチーム同士の

交流試合、協会役員による県内の競技施設、

宿泊施設の視察の３点について提案を行いま

した。この提案については、７月いっぱいで

回答するとのことでした。 

 次に、➁ノルウェーボートカヌーチームに

ついては、ノルウェーオリンピック委員会と

の協議事項の調整を行っており、８月にはキ

ャンプが行われる菊池市内の競技施設や宿泊

施設の視察が行われる予定です。 

 ➂その他ですが、県ではオリンピックキャ

ンプ等の誘致活動を行う市町村や競技団体を

支援する事業を実施しています。その誘致活

動を、より積極的に実施していただくため、

今年度誘致段階における支援の上限額を50万

円から100万円に増額するとともに、誘致活

動に伴う海外訪問経費についても支援の対象

とすることとしました。これらについては、

７月に開催します市町村説明会などを通じ

て、その活用を呼びかけていきたいと思って

おります。 

 次の選手育成に関することについては、そ

れぞれの担当課から説明をいたします。 

 

〇西村体育保健課長 体育保健課でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

 19ページをお願いいたします。 

 (2)の選手育成に関することで、本課にお

きましては①の2020東京オリンピックに向け

た選手育成事業を実施しております。本年度

の予算は、2,128万3,000円でございます。 

 東京オリンピック競技の各競技団体の推薦

に基づきまして、５月17日に選考委員会のほ

うを実施し、６月９日に――20ページ、次の

ページになりますが、に掲載しております31

人に指定書等を交付したところでございま

す。現在、該当の競技団体と県の体育協会が

一体となりまして、育成事業を始めたところ

でございます。 

 なお、選ばれております選手育成の選手に

つきましては、世界選手権や全日本選手権等

での優勝など成果を残している選手ばかり

で、東京オリンピックに出場することを心か

ら期待しているところでございます。 

 今後とも、県体育協会及び関係競技団体と

しっかりと連携を図りながら、2020年の東京

大会ではより多くの関係者が出場し、県民の

皆様に元気と活力を与えることができるよう

取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

〇奥山障がい者支援課長 障がい者支援課長

でございます。よろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

 資料の21ページをお願いいたします。 

 障がい者支援課においては、➁の東京パラ

リンピックに向けた選手の育成・強化を担当

しております。本年度当初予算において

1,200万円を予算化させていただき、13名の

選手を強化選手として指定、合宿遠征費の補

助を行うほか、医師などの専門家から成るマ

ルチサポート委員により、医科学を活用した

トレーニングの提供を行うこととしておりま

す。 

 また、本年度はアスリートの方に専任コー

チを選出していただき、専任コーチのもとで

効果的なトレーニングを行うことができるよ

う助成の充実を図るとともに、新たに専任コ

ーチとマルチサポート委員による連絡会を実

施することとしております。 

 スケジュールとしましては、４月から５月

に障がい者スポーツ競技団体や学校などから

対象となる選手の推薦をいただき、５月に選

考委員会において選考を行ったところでござ

います。今後７月に選手の指定を行う予定で

ございます。 

 事業は、熊本県障害者スポーツ・文化協会
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や各競技団体において実施することとしてお

り、2020年の東京大会において、より多くの

本県関係者が出場できるよう取り組んでまい

ります。 

 以上でございます。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 続いて説明させていただきます。 

 21ページの下の(3)をお願いいたします。 

 オリンピック・パラリンピックフラッグツ

アーについてです。 

 ４月26日に県庁の新館ロビーで行われたフ

ラッグツアーイベントにおいては、当委員会

からも多数御出席をいただき、ありがとうご

ざいました。 

 イベントではオリンピック旗がオリンピア

ンの藤井さん、安藤さんそして小池東京都知

事を経て蒲島知事へ、パラリンピック旗がパ

ラリンピアンの浦田さん、乗松さん、佐藤組

織委員会副事務総長を経て岩下議長に引き渡

されました。 

 引き渡された２つの旗は、その翌日から７

月7日まで県内を巡回展示されています。 

 当初は12市町村20カ所の予定でしたが、追

加要望を得て期間を延長し、20市町村31カ所

を、23ページのスケジュールで現在実施して

いるところです。 

 22ページの下の写真や、24ページにありま

すように、それぞれの会場でイベントを行っ

たり、より多くの方が参加されるよう工夫さ

れておりますけれども、中には周知が十分さ

れていないのではないかとの御意見もいただ

いております。今後の実施市町村には改め

て、広く周知を行うように要請したいと思い

ます。 

 最後に、Ⅳ 共通する事項です。 

 25ページは、３つの国際スポーツ大会の主

なスケジュールをまとめたものです。内容

は、重複しますので省略いたします。 

 26ページをお願いいたします。 

 これらの国際スポーツイベントの開催を通

じ、後の世代にレガシーを残していくための

取り組みの方向性を、昨年、くまもとハロー

プログラムとして取りまとめました。 

 本日は、その中の方向性の１つ、誰もが生

涯スポーツを楽しめる環境の整備における取

り組みを紹介いたします。 

 ことし３月、教育委員会とともに心のバリ

アフリー活動の一環として、疑似体験会、ダ

イアログインザダークに参加しました。ダイ

アログインザダークとは、完全に光を遮断し

た空間の中へグループを組んで入り、視覚障

がい者のアテンドのもと、さまざまなシーン

を体験する取り組みです。この取り組みを12

月、熊本でも開催することとしております。

より多くの県民の皆様に体験していただき、

障がい者も含めて誰もが国際スポーツ大会を

楽しんでいただく環境を整備してまいりたい

と思います。 

 また、今後もレガシーを残していく取り組

みとして、このような取り組みにも多くの方

が参加していただくとともに、国際スポーツ

大会を契機としてこのような取り組みが今後

多く行われるよう、さまざまな企業、団体と

も連携を図っていきたいと思います。 

 次に、(2)九州各県、経済界との連携で

す。 

 先月、九州地方知事会議、九州地域戦略会

議が開催され、その中で国際スポーツ大会の

開催を契機とした九州・山口地域の活性化が

討議内容の１つとして話し合われました。 

 九州・山口では今後、27ページにあります

とおりさまざまな国際スポーツ大会の開催が

予定されており、各県や経済界が連携して機

運の醸成、誘客と波及効果の拡大に向けた取

り組み、受け入れ体制の整備等について討議

が行われました。 

 また、別添３にありますとおり、国際スポ

ーツ大会の開催や事前キャンプ誘致に対する

支援などについて、国に要望することとなり
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ました。九州議長会においても、同趣旨の要

望をしていただくと伺っております。 

 今後さらに九州各県連携し、国際スポーツ

大会の成功に向け取り組んでいきたいと思い

ます。 

 最後に、28ページをお願いいたします。 

 当特別委員会の御支援を受け、当事務局体

制も年々拡充してまいりました。 

 昨年度は熊本地震の影響で、一旦拡充した

ものが一部縮小しましたが、今年度は新たに

警察本部や八代市の職員も加え、事務総長ほ

か総勢39名体制で、県庁本館６階で業務を行

っています。 

 これまで御説明しましたとおり、今年度以

降業務はさらにふえていくと思われます。今

後も変わらぬ御支援を、よろしくお願いいた

します。 

 大変長くなりましたが、説明は以上です。

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

〇池田和貴委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入ります。 

 まず、最初の2019女子ハンドボール世界選

手権熊本開催に関する件について、何かあり

ませんか。 

 

〇荒木章博委員 ハンドボールの会場はどこ

なんですかね。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 資料の１ページにつけておりますけれど

も、試合会場はメイン会場がパークドーム熊

本、サブメイン会場が熊本市のアクアドーム

くまもと、それと八代市、山鹿市の総合体育

館の4カ所でございます。 

 

〇荒木章博委員 わかりました。 

 今度やるのがテストマッチじゃないけど普

通の、日本チームが試合をやるということ

で、これは場所はもちろんパークドームでや

る。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ８月に行いますプレ大会ですけれども、

これは６ページに資料をつけておりますけれ

ども、パークドームではございません｡宇城

市のウイングまつばせ。 

 

〇荒木章博委員 何人ぐらい入っとですか

ね。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ３カ所とも1,500人程度です。 

 

〇荒木章博委員 私も１期のときに世界ハン

ドボールを経験して、アクアドームで非常に

感動してやった経験があるんですけれども、

これ入場料が1,500円か、今回のやつは1,000

円以下ということで安いというようなことだ

けれども、かなりやっぱりこれ努力しない

と、簡単に人は入らないですよ。だから、ラ

グビーもあれだけ皆さん、委員長初め皆さん

方が努力をしてやられて、やっぱこういうよ

うな形になったんですけれども、何というか

な、盛り上げ方が下手なんですよ。また後ほ

ど僕は言うんですけどね、オリンピックやら

の件でね。だから、そういうところをやっぱ

りしっかりかみしめて、その競技の運動とい

うかスポーツの、各学校あたり、体育保健課

長さんにも僕は厳しいことを言ったんだけ

ど、非常にやっぱ学校、そういう子どもたち

にどう感動を与えて、またどういうものであ

るかということをしっかりやっぱり、もちろ

んその学校でハンドボールを取り入れたり、

いろんな選手が来て交流会を図ったり、そう

いうことももちろんですけど、やっぱりどち

らかというと熊本県のスポーツに対するその

機運というのは低いような感じがするんです

よ。 

 だから、そういうところをしっかりかみし
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めて私は今後も、まあ後ほど言いますけれど

も、考えていただきたいというふうに、これ

はもう要望しておきます。 

 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 はい、わかりました。ほ

かに何かございませんか。 

 

〇藤川隆夫委員 主会場がパークドームにな

っていますけど、今の日程でいくとパークド

ームが入ったプレ大会みたいなのが入ってな

いので、やっぱどこかで１回やっておかぬと

いかぬのかなと思うんですけど、今後のスケ

ジュールの中でプレ国際大会というのがある

んで、そこでも使われるのかなというふうに

も思うんですけど、それどういうふうになっ

ているのか教えてもらえますか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 パークドームについては、通常スタンド

がありませんので、本大会では仮設席をつく

って会場整備をしたいと考えております。た

だ、仮設整備をつくるには、かなりの期間と

費用もかかりますので、プレ大会では現在の

ところは使うことは考えておりません。 

 

〇藤川隆夫委員 ということは、メイン会場

でありながら、本大会のときしか予定してな

いということになりますよね。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 そうです。ただ、20年前の男子の大会の

ときもメイン会場はパークドームでしたけれ

ども、その前の大会は、それ以外の県立体育

館とか市の総合体育館を使ってやって、パー

クドームではやりませんでした。 

 

〇藤川隆夫委員 わかりました。できれば、

どこかで本当は使っとったほうがいいかなと

思うんで、ちょっと言わせてもらいました。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

〇氷室雄一郎委員 何か連盟のほうから視察

に来られて、宿泊施設に対する指摘があった

というんですけども、これは重たいものなん

ですか、軽いものなんですか。 

 

〇池田和貴委員長 重たいものなのか、どう

いうものなのかということで。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 指摘については、ホテルについては八代

市と山鹿市の会場でありました。八代市の会

場については、ちょっと施設が老朽化してい

るので、その点を改善してほしいという御指

摘と、山鹿市の会場については、山鹿市の予

定しているホテルが、会場からちょっと離れ

ているものですから、その移動のやり方とか

時間とか、その点について確認の指摘があっ

たところです。ですから、なかなか重いとい

えば重いんですけれども、地元の自治体とも

協力して解決していきたいと考えておりま

す。 

 

〇池田和貴委員長 よろしいですか、氷室委

員。はい。 

 ほかにございませんか。 

 なければ次、ラグビーワールドカップ2019

熊本開催に関する件について、質疑はありま

せんでしょうか。 

 

〇橋口海平委員 先日のテストマッチは、本

当お疲れさまでした。 

 そんな中で、動員というものが非常に大変

だったと思うんですが、チケットのどれぐら

い売って、どれぐらい来たかという着券率を

教えていただければと思います。そこでまた

無料で配った分も多分日本協会とかあるんで

すかね、そういうものの着券率とかもお願い
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します。 

 

〇池田和貴委員長 水谷課長でいいですか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 わかりました。資料にありますとおり、

当日の集客は１万8,585人でした。日本協会

からチケットが出た、売ったものと今おっし

ゃった招待を含めて２万1,777枚の券が出ま

したという報告を受けております。ですの

で、来場率といいますか割り戻すと、85％ぐ

らいの方が来場されたという結果にはなって

おります。 

 ただ、おっしゃったように招待という形で

という方もおられまして、例えば学校の観戦

では大体3,000以上招待させていただいた

し、また福祉施設も200人以上招待いただき

ました。 

 それで日本協会のほうが、スポンサーの方

とかに配られた券もあったと聞いております

ので、実際、券が売れたという数字として

は、１万5,583枚という報告を日本協会から

いただいております。 

 

〇橋口海平委員 この前の静岡県であった着

券率というか、あそこは結構無料招待で配っ

たというような話を聞いたんですが、そうい

う着券率とかというのは、わからないもので

すか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 これは私どもはまだ報道でしか知ってな

いんですけども、静岡では来場者が２万7,38

1人で、チケットは３万以上出ていたという

のは伺っておりますけれども、ちょっと詳し

い内容まではまだ確認しておりません。 

 

〇池田和貴委員長 よろしいですか。はい。 

 ほかにはございませんか。 

 

〇西聖一委員 本当にプレ大会お疲れさまで

した。 

 動員も本当心配しておりましたけれども、

本当にスムーズに流れたと思っています。 

 きょう、ここに11ページに表が出ているん

ですけど、やっぱ感じたのが、私たち県議会

はバスを貸し切って行ったから、もう全然問

題ないんですけど、やっぱ路線バスをずうっ

と、バス停を見ていると、外国の方が結構目

についたんですよね。この数を見てもやっぱ

り、600人という数からすると、県内の人は

ほとんど車だと思うけど、本当の大会のとき

には、やっぱり外国人の方はバスを基本的に

は利用するんじゃないかなというのを感じた

もんですから、これでも臨時バスとしている

から混乱はなかったんだと思うんですけれど

も、これのてこ入れが必要かなというのが１

つと、あと１点、いろんなクレームもあった

んですけども、流していい分がほとんどだっ

たんですが、１つ気になったのが、ラグビー

大会だけ開催されていたのを、テニスコート

とか陸上競技でいっぱい空いているけど全

部、誰も人もいないので何か寂しい運動公園

だったですよねという話を聞いて、なるほど

なと思ってですね。人が集まるから閉鎖とい

うのはよくわかるんですけども、運動公園の

機能がその１カ月間ずっととまってしまうの

かなというのが、ちょっと心配したもんです

から、そこら辺を何か考えておられるかとい

うことをお聞きしたいと思います。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 今回のテストマッチは、おっしゃるとお

り、ほかの会場を利用可とすると、一般の県

民の方が利用されると、やっぱりすごい来場

されますので、また渋滞に拍車をかけること

になりますので、全会場貸し切りということ

でやらせていただきました。 

 あと本番の大会は、期間は44日間あるんで

すけれども、実際試合があるのは３試合程度
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かなと思っております。ですので、試合の開

催前から確かにちょっと貸し切り状態は続く

とは思うんですけども、そのラグビーで使う

場所以外をどうするかについては、今後また

そのスケジュールを見ながら検討していきた

いと思います。 

 

〇西聖一委員 よろしくお願いします。 

 

〇氷室雄一郎委員 きょうは警備第二課長も

交通規制課長もお見えになっておりますの

で、その当日の交通の規制なり、そういう面

で何か課題というのはあったんですかね。 

 私はずっと歩いて帰ったんですけれども、

もう農道等かなり車をとめられて、迷惑され

た部分もあろうと思うんですけれども、交通

規制課のほうと、また両課長から何か課題点

がありましたら御指摘をいただきたい。 

 

〇瀬河交通規制課長 当日の渋滞状況につい

てを御報告しますと、益城菊陽線、国体道路

の南北線ですね、ちょうどグラウンドの前の

通りになりますが、これが最大渋滞長は、ち

ょうど13時ごろ１キロ、その後14時50分ごろ

1.2キロということになっております。 

 ただ１週間前の土曜日のやはり渋滞長を見

ますと、やはり14時50分ごろ1.2キロという

渋滞がございますので、これは恒常的な渋滞

というか、光の森に買い物に行く人間の渋滞

で、この日の大会の渋滞というのは13時ごろ

の１キロかなと。 

 それと、ほかの関連道路の渋滞を見ます

と、社会保険センターの前ですね、ちょうど

身障者福祉センターの角の交差点なんです

が、あれが東行きがちょうど13時ごろ約１キ

ロ、そうすると西行き市内方面に抜けるのが

大体17時半ごろ1.5キロ渋滞しております。 

 １週間前の渋滞は最大600メーターぐらい

ですので、この分がこの大会によって出た渋

滞だと思われます。通常のロアッソの試合と

比べて、そう極端に多いというものではござ

いませんでした。 

 あと委員御指摘の課題というところが、確

かに個人送迎の車両については制限したんで

すが、やはり近所のコンビニとか弁当屋、あ

のあたりに迎えの車が大分入って、ただそれ

から、駐車場からあぶれた車両が小山団地内

の細街路に入って、苦情等はございませんで

したが、私が見て回った中では大分、主要道

路じゃないところに渋滞がきていたというと

ころはございます。 

 また、あとガードマンあたりの配置につき

ましては、今後ちょっと検討を加えていかな

ければならないかなというところはございま

した。 

 バス輸送については十分キャパの内で輸送

できたと思われますので、シャトルバス等の

関係については、交通管理者としては何も課

題等は感じておりません。 

 以上です。 

 

〇森本警備第二課長 警備第二課長の森本で

す。 

 当日、県警本部のほうでは、今交通対策の

ことを規制課長が言いましたけれども、県警

としましては警戒警備それと雑踏事故防止、

この観点から熊本東警察署長以下署員、それ

と警察本部からは、私以下警備第二課の職

員、雑踏対策で地域課の課長以下と交通規制

課長以下で、所要の体制で対策を打ってまい

りました。 

 また警察本部の幹部としまして、警察本部

長、生活安全部長、警備部長等も現場の状況

を確認するために視察を行っております。 

 結果的に、今申し上げましたとおり警戒警

備を強化する、それと雑踏事故をなくす、そ

れと交通をスムーズに動かすという三本立て

であります。 

 結果的に、警戒警備につきましては、ゲー

トが３つございましたので、そこの入場口に
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制服の警察官を配置、それと事前に配置され

ている警備員の方と協力しながら、不審者の

入場がないのかチェックを行っております。 

 それと雑踏対策についても、やっぱり結構

時間前に外のほうに並ばれておられるお客様

も多数おられたみたいです｡この方が入場開

始と同時に走って入場したりとかすると、け

がのもとでもありますので、スムーズに入ら

れるように誘導措置というものも、自主警備

員の方とともに行っております。 

 そうした結果、雑踏等の事故等もあってお

りません。一部、迷子になった方やあるいは

傷病人の方が出られておりますけれども、こ

れも現場にいた警察官それと警備員の方で対

処をしております。 

 課題ですけれども、警戒警備の観点から申

し上げますと、当日につきましては入場され

る方の手荷物検査というものを行っておりま

せん。ただし、どうも動きがおかしいとか、

大量に場にふさわしくない大きな荷物を持っ

ておられるとか明らかに不審な方がおられれ

ば、自主警備員の方とともに、うちのほうで

も職質して開示していただくというようなこ

とを考えておりました。しかし、そういった

場面は出ませんでした。 

 ただし、世界におけるテロの発生状況を見

ますと、大規模集客施設におけるテロという

のが非常に最近頻発しておるような状況でご

ざいます。日本の国内においても、そういっ

た事案が起こらないとも限りません。ですか

ら、やっぱり本番を控えれば手荷物検査とい

うのは非常に重要になってくるのではないか

なと考えております。これは主催者の方と協

議を重ねて、雰囲気を壊すことのないように

やりたいと。必要な措置は講じて、テロ対策

を強化してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

〇氷室雄一郎委員 本番はまだ、あと１万人

を超す人々が来場されるという見込みでござ

いますので、課題点は同じでございましたけ

れども、今回は割合スムーズにいったんでは

ないかと思いますので、今後の体制をしっか

り検討して、スムーズにいきますように御尽

力いただければと思っておりますので、よろ

しくお願いします。 

 

〇池田和貴委員長 よろしいですか。 

 

〇氷室雄一郎委員 はい。 

 

〇松田三郎委員 このテストマッチは、いろ

いろな目的なりそして効果なりあった中で、

水谷課長の御説明にもありましたように、県

とすると、運営側からすると、本番に向けて

のリハーサルを兼ねた大きな位置づけもあっ

たんだろうと思います。 

 そこで、一部重複するかもしれませんが、

御説明もありましたし、委員からの質問等で

重複することがあるかもしれませんが、試合

終わって一番多かったそのクレームなり、ち

ょっと県側も不十分だ、やってみて、やっぱ

こういうことはちょっとまずかったなという

のがあったかどうか、一つか二つですね。ま

だ期間がありませんけど、本番に向けてその

点はこういうふうに改善しようと、決して、

ここがけしからぬ、あそこがけしからぬと、

我々も言うつもりじゃなくて、同じ思い、本

番に向けてよりよい準備なり運営ができれば

という思いもありますので、代表的なあるい

は多かった１つ、２つですね、ありましたら

教えていただきたいと思います。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 委員おっしゃるとおり今回、私たちのリ

ハーサルという面も大きくありました。 

 一番大きかったのは、やっぱり観客輸送を

いかにするかという点でございまして、その

点でのいろんな御意見も確かにいただきまし

た。 
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 中にちょっと私も見て思ったのは、タクシ

ー、交通機関としてのタクシーですね。こち

らについて、いろいろ御意見をいただきまし

た。例えば、熊本市のタクシー協会さんにタ

クシー乗降場の位置をお知らせしておったん

ですけれども、その周りの本市以外のタクシ

ーの団体さんにはそれを伝えてなかったもの

ですから、どこで降ろせばいいのかわからな

かったとか、そういった御意見をいただきま

した。 

 それと、試合が終わった後、そのまま飛行

機で帰られる方もたくさんおられましたけれ

ども、そこへの交通機関が、いわば光の森経

由でぐるっと大津から行くという方法もあっ

たんですけれども、やっぱり初めて来られる

方はそういうルートがあるということは、な

かなかぴんとこられなかったので、タクシー

の列にずらっと並ばれました。それで、また

タクシーもなかなか帰りの台数がそろわなか

ったものですから、かなり待たせたなという

のが、ちょっと大きな反省点としてはありま

す。 

 それとシャトルバスの運用で長く列ができ

るものですから、途中から列を１列から２列

に急に変えたときに、まあ後入りされたよう

な、順番が前後するような形で乗られた場面

が、行きも帰りも何かあったと聞きましたの

で、ちょっとその場が騒然となったというこ

とは聞きましたけども、その運用の仕方です

ね、台数はあったのに順番に時間どおりにし

か出せなくて待たされたとか、そういったシ

ャトルバスの運用、大きくはその２点ちょっ

と、今後の検証はもちろんやっていきますけ

れども、取りあえず聞いた中ではその２点が

印象に残った御意見でありました。 

 

〇松田三郎委員 バスに関しては、私も何人

かからそういう話は聞いた記憶があります。 

 今の話ですと、何とか改善もできそうなレ

ベルと言うと失礼かもしれません、実際に不

満に思った方からすると大きな事件かもしれ

ませんが、今の話でいくとそうそうお金、労

力をかけずに改善できそうということでいい

んですかね。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 運用面で何とかなれる範囲かなとは思い

ますけれども、さっきお話しあったとおり、

本番ではさらに１万人の動員を考えておりま

すので、そのときに果たして今のシミュレー

ションでうまくいくかどうかも含めて、もう

１回検証したいと思います。 

 

〇松田三郎委員 あと、済みません関連しま

してファンゾーン、これ多分、私も聞くだけ

では何だろうか、多くの方もそういう御認識

だと思います。幸いにも、私議長のときにロ

ンドンのほうにもあるいは女子のハンドボー

ルに行って実際見ましたので、何となくそれ

もわかっているほうだと思います。あとこの

委員会で溝口委員、楠本委員、橋口委員も見

て、体験なさっておられると思います。なか

なかこの見てない人は、執行部にも何人かい

らっしゃいますけど、これなんだろうかとフ

ァンゾーンというのはという、非常にイメー

ジしにくいんだと思います。 

 ただ、私たちも今回のテストマッチではす

ぐ会場に入ったので、さっき御説明ありまし

たが、ああ、あそこで何かイベントやりよる

なというぐらいしか見ておりません。おおむ

ね終わってからの午後はちょっと少なかった

という御説明でしたけれども、おおむね所期

の目的は今の段階では達成できたのかなとい

うような、説明を聞く限りはですね。この点

についてどうですか、何か、もうちょっとこ

うすればよかったとか、今回は会場周辺だけ

だったんでしょうけれども、ありましたら教

えてください。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課
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長 ファンゾーンに関しては、確かにファン

ゾーンという言葉がなかなかまだ一般的じゃ

ないものですから、それをまず知らせる努力

が必要だなとは思いました。 

 それと、あと運用面についてはやっぱり終

わった後ですね、いかにそこに滞留していた

だくかの工夫が、せないかぬなというところ

がありました。 

 

〇松田三郎委員 わかりました。最後にちょ

っと細かい、今の関係ですけど、ラグビーの

場合は全体の中の多分３試合ぐらいだろう。

ハンドボールは全試合県内でやる。ファンゾ

ーンの場所とか、例えば３試合のときだけと

かなのか、あるいは全体の大会が開催されて

いる間ファンゾーンをやるんですよと、以前

説明あったかもしれませんが、場所とその期

間というのを、両方の、ちょっと再度確認と

いいますか教えておいてください。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ファンゾーンのやり方も、前回のイング

ランド大会も視察いただいたときにあったと

思いますが、幾つかパターンがありまして、

会場の近くでやる場合と会場と離れて、例え

ば熊本市だと熊本の中心部でやる場合もあり

ます。それをどう組み合わせてやるかについ

ては、まだこれから組織委員会と協議をしな

がら決めていきたいと思っておりまして、ま

だ確たる期間を何日にするとか試合の開催日

だけやるとか、またはそれ以外の日だけやる

とか、そういったこともいろいろ検討しなが

ら今後決めていきたいと考えております。 

 

〇松田三郎委員 はい、いいです。 

 

〇池田和貴委員長 よろしいですか。 

 

〇松田三郎委員 はい。 

 

〇溝口幸治委員 関連して。 

 済みません。今、松田委員のに関連してで

すけど、当日、今回は９割ぐらいが日本人の

方で、１割いたかいないかというのが外国人

だったと。 

 けど本番になると、おそらくこの割合がぐ

っと変わりますよね。先ほどおっしゃったよ

うに、我々もイングライドへ行かせていただ

きましたけど、まさに多国籍というか、ラグ

ビー先進圏は多くのファンの方々がついてこ

られるということで、少し、今後しっかり検

討してほしいんですけど、例えば路線バスの

表示だとかタクシーの乗り降り、あるいはシ

ャトルバス、こういったものが、その国の言

語にある程度対応していかないと、やっぱり

今回のテストマッチ、テストケースとでは大

きくやっぱり変わってくるんだろうと思いま

すので、そこはやっぱり頭に入れておくの

と、今回、日本代表だったので我々も、苦し

いチケット販売でありましたけど、まあ日本

代表なので買っていただきましたけど、これ

が全く知らない国と知らない国の対戦で数を

集めなければならないという状況になってき

ますね。そうすると、今回は今回でしっかり

皆さん頑張っていただいたんだけども、もう

ちょっと枠を広げて、それぞれの市町村だと

かそれぞれの市町村のいろいろな団体だとか

という形で、もっと枠を広げておかないと、

今回１万8,000いったから次あったときにと

いうのは、これは日本代表が来れば別です

よ。日本代表じゃない場合には大きく苦戦を

するんだろうというふうに思います。 

 先般ちょっとニュージーランドに数名の方

と視察に行かせていただいたときも、やっぱ

り何というか、余り有名じゃないところのカ

ードというのは、ものすごく観客動員が図れ

てないというお話もありましたので、そうい

ったこともぜひ今回想定をしながら、まあし

っかりそれぞれの課で検証いただいているよ

うですので、そういったものもちょっと加味
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しながら対策を立てていただきたいというふ

うに思います。 

 

〇池田和貴委員長 何か答えるところあるか

な。いいですか。 

 

〇溝口幸治委員 いいです。 

 

〇池田和貴委員長 いいですか。はい。 

 

〇岩田智子委員 本当にテストマッチ、私初

めてラグビーの試合を生で見させていただい

て、本当に行ってよかったなと思いました。

紹介した人とかも行こうよ行こうよと言った

人たちも、「ええっ」とか言う人もいたんで

すけれども、行ったらもう、終わったら「本

当によかった」と言って皆さん帰られていま

した。 

 私も気づいたところを、やっぱり初めてだ

ったので次どんなふうにしたらいいかなとい

うので、いろいろ見て回ったりしたので、ち

ょっとお知らせしたいところもあって発言し

ます。 

 一つは、さっきタクシーの話がありました

けど、私もちょっと試合に行く前にあちこち

行ったので、タクシーを利用して行きまし

た。そのタクシーも、きょうは何ごとですか

て。きょうはラグビーの国際テストマッチで

すよと言ったんですけど、そのタクシーの方

は知りませんでした。だから、どこで降ろせ

ばよかっですかねということもありました

ね。 

 帰りも私はなかったので、タクシー乗り場

に行きました。全然タクシーがいませんでし

た。だから、そこの係の方が気をきかせて

「空港に行かれる方」とか集めて、何人かで

一緒に乗られるように指示をされていまし

た。私も健軍方面なので、「健軍方面に行く

人」と言って３人ぐらいで一緒に乗って行っ

たんですけれども、割り勘、一人で乗るつも

りなのでお金のことは全然いいんですけれど

も、それで全然トラブルはなかったんです

が、私たちのあれはですね。そういうのもど

うだったかなと、ちょっと後で心配しまし

た。でも、その係の方の機転と言うかな、そ

の集めたのはとてもよかったなというふうに

は思いました。 

 だから、先ほど周知がそれ以外のところに

なかったというのを聞いて、ああやっぱりす

ごい周知をしていただきたいなというふうに

思いました。 

 それと、これはバックステージで見た私の

友人たちが言っていたんですけど、放送とい

うか、声が全く聞こえなかったということを

言われましたので、それをちょっと私に言っ

てくださいということで頼まれましたので、

きょうお話をしておきます。 

 それから、荒木委員が以前に学校での取り

組みばもうちょっとしてくれと言われて、先

ほど3,000枚かなんか学校にと言われました

けど、学校へのその後の取り組みというか

な、テストマッチまでの取り組みどがんふう

にされたのかなというのを、ちょっと聞きた

いなと思っています。 

 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 私からもちょっと、今、

岩田先生に関連して私も最後に言おうかと思

ったんですけれども、やっぱりマイクが私た

ちの席もほとんど聞こえなかったんですよ。

来た人の中でこういうイベント関係をされて

いる方がいらっしゃって、その人から言わせ

ると、本当はもっとスピーカーをきちんと高

出力のものを適所に配備しないと、声はあれ

じゃ聞こえませんよという話でした。特に声

は会場を盛り上げることもありますけど、い

ざとなったら何かあった場合には観客の方に

お知らせをする非常に重要なツールなので、

そういった意味ではやっぱり、今、岩田先生

がおっしゃいましたけど、音声ですね、これ
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がきちんとやっぱり届くようにしておくとい

うのは、やっぱり必要なことかなと思ったで

すね。 

 済みません、私も言おうと思ったので関連

して。 

何かありますか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 音響につきましては、ＲＷＣＬの視察の

ときも検討の話がありまして、現在は仮設で

対応するのか、今おっしゃるようにスピーカ

ーを置くのか、またこの施設で整備するのか

については協議しているところでございま

す。現在のところ今のままじゃいけないとい

う認識は十分持っておりまして、本番に向け

て何とか改善策を考えていきたいと思いま

す。 

 それと、先ほど岩田委員からありました学

校への周知については、学校の方々にぜひ観

戦していただきたいと思いまして、県の教育

委員会とあと私立の学校も含めて希望調査を

とらせていただきました。あとまた５月に、

荒木委員から出た、もうちょっとしっかり周

知をせないかぬということもいただきまし

て、その後はうちの事務局とか各方面で周知

を図った結果、3,300の希望がありまして、

そういう希望をされてきたところには全員招

待券といいますかチケットを配って、来てい

ただくようにしたところでございます。 

 

〇岩田智子委員 ありがとうございます。 

 それともう一つですね。女性という視点で

ですね、ちょっとその点でないですかという

話だったので、トイレ等も改修の予定がある

のでちょっと安心しましたけれども、やっぱ

り和式のトイレだったので、女性だからじゃ

ないですけど、使いにくかったなというのも

１つありましたし、でも数的には意外と多か

ったので、そんなずらっと並ぶということは

なかったような感じでした。 

 あと、ごみ袋とかもきちんとそこそこ置い

てあって、よかったなというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 ほかに誰かいらっしゃい

ませんか。 

 なかったら済みません、私から１点。 

 先ほどの音声の件はぜひ言っていただきた

いと思いますけど、あともう一つ、いろんな

周知のやり方で先ほど溝口先生がおっしゃい

ましたけど、これ国際化になってくると、言

語かなり用意せんばいかぬですよね。今まで

みたいに紙ベースだけだと、やっぱり限界も

あるので、やっぱり今ほとんどスマートフォ

ンを持っていることを考えると、そこに何か

情報がどんどん流れるようなことの仕組み

も、やっぱ考えたほうがいいと思うし、それ

は今後のやっぱり観光の戦略とかそういう中

でも一緒じゃないかというふうに思いますの

で、そういったところもぜひ考えていただき

たいというふうに思います。 

 続きまして、2020東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会に関する件について質疑

ございませんでしょうか。 

 

〇荒木章博委員 先ほどから国際大会につい

てはいろいろな話題が出ておりますけれど

も、フラッグツアーが、熊本県知事が要望さ

れて都知事が来られて、このオリンピック・

パラリンピック旗というのを持参をされた。 

 そして、現在、各地域を回って市町村やっ

ているわけですけれども、また自分ところも

やりたいというプラスがあったと聞いており

ますけれども、そういったのはやっぱ周知が

足らなかったんじゃないかというふうに思う

んですけど、どうでしょうか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 今回のフラッグツアーについては、県庁
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で一旦東京都から引き渡しを受けて、その後

県内を回るということを当初から予定してい

ましたので、県内の全市町村に実施について

は照会をいたしました。その照会の結果、上

がってきたのが当初20カ所だったんですけど

も、12市町村20カ所、最初がですね。その後

その引き継ぎ式があったときに結構メディア

にも取り上げられましたので、そういうのが

あるとは思わなかったとかという話もあっ

て、うちもやりたいという声が幾つか上がり

ました。 

 それで、最初に手が挙がらなかったところ

にもう1回照会しました、やりませんかと。

結果が合わせまして20市町村の31カ所になっ

たということでございます。 

 

〇荒木章博委員 渕上先生がおられるけん失

礼かもしれぬけど、山鹿の市長あたりに尋ね

たら、知らなかったと言うんですよね。だか

ら熊本県が市町村にずっと連絡されたんでし

ょう。そうしたら各トップの市町村長には伝

わってなかったんですよね。だから、それを

テレビや新聞を見て市町村がびっくりされ

て、「俺、聞いてないよ」と。だから、やっ

ぱりそういうところの徹底というのをやっぱ

り私はしていただきたいなと思うんですよ

ね。それが、テレビを見たからそうだという

ことではなくて、照会は全部されたとでしょ

う、市町村には。そしてまたフラッグを延ば

しますということで東京都にお願いをされ

て、実際延ばしたと。約束の期限よりも延び

たわけですよ。 

 だから、やっぱりそういうところがないよ

うにしておかないと、他県と比べてまたそれ

から延ばすなんというのも、やっぱり。もう

少しそういうところを僕は徹底してほしいな

と思うんですけれども、どうでしょう。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 市町村の担当課のほうに通知をして、そ

れで我々はしたつもりではおったんですけど

も、まあ大事な事柄ですので、ぜひ市長なり

ですね、上層部にもちゃんと確認の上御返事

いただくよう、今後頑張りたいと思います。 

 

〇荒木章博委員 だからですね、市長に会っ

たりすると、「俺そんなこと知らないよ」と

いう意見が実際、何かの市町村から出たもの

だから、急遽担当課を調べたら、来ていたけ

れども県から来ていた。しかし、自分のとこ

ろの連携が悪かったということなんですよ

ね。ただ、結果的には、やっぱり本部のほう

にしてみれば、そういう熊本県の一体化がな

いということを見られるわけですよ。だか

ら、やっぱそういうところを今後こんなフラ

ッグツアーってないけれども、そういう徹底

をしていただきたいと思うし、私が取り組ん

でいる熊本市のごく地域でですよ、熊本市に

あずかって、フラッグを見に来る層というの

は割と結構お年寄りが多くて、小中高校生な

んて少ないんですよね。だから、やっぱりそ

ういう機運を上げられないというところに、

それは体育保健課もそうですよ、教育委員会

も。僕は言ったでしょう、いろいろ。いろん

なところはラグビーでも取り組んでくれとい

うことで。だから今回溝口君が言われたよう

に、一生懸命みんなでやったから成功した｡

ただ、機運の取り組みが下手なんですよ、そ

うやって。後からみんな、ああ、フラッグツ

アーが来たと、それで見に行きたいというけ

れども、こっちにはない。で、山鹿に行かな

ん、どこか違うところに行かなんというよう

なことになってしまうんですよ。だから、そ

ういうので熊本市の教育委員会あたりと県の

教育委員会が連携して、局長あたりに、こう

やって学校に来ているから子どもたちに感動

を与えるためにフラッグを見るのはどうかと

いう話はされたんですか。 

 

〇西村体育保健課長 直接はやっておりませ
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ん。 

 

〇荒木章博委員 だから、ただその場所に来

て、西区役所なら西区役所、北区の区役所に

は来ているだけで、通りすがりの人たちが見

たということなんですよ。これがね、スポー

ツと感動を与えられないんですよ。だから私

が知っている小学校には、校長先生に頼ん

で、こういうのを子どもたちに見せてくださ

いよと言って、何か見に行ったらしいです、

クラスによっては先生が行きなさいと。だか

ら、そういう機運が、「あっ、これがオリン

ピックだ」と。今後、自分たちも将来の夢と

して、やっぱり自分の先輩たちが出られるん

なら、野球でもソフトでも、そういうのが出

られるんだなという認識がやっぱりスポーツ

競技会の中でもあるわけですよ。 

 じゃ、スポーツ競技会にそういうのがある

というのは、競技団体にこういうのがあると

いうことは通知されたですか。スポーツ団体

にも言われましたか、学校には言ってないと

いうことだから。 

 

〇西村体育保健課長 スポーツ推進協議会と

かで、いろんな会議の場で私のほうからいろ

んな周知またお願い等も含めて、挨拶の中で

話したりもしてはまいりました。 

 

〇荒木章博委員 じゃ、ペーパーは渡されま

した。 

 

〇西村体育保健課長 いや、渡しておりませ

ん。 

 

〇荒木章博委員 課長が言われて、何月何日

にどこですよというのを言わないと、フラッ

グツアーが来てますよと言ってですよ、フラ

ッグツアーが来てますよと言って、どこどこ

にどれがあるというのはわかるはずがないじ

ゃないですか。それは誰でも聞いたままです

よ。だから、ローテーションは決まっておる

でしょう、こうやって。何月何日はどこから

どこの地域、どこの地域、どこの地域と決ま

っているでしょう。せっかくフラッグが来て

子どもたちに感動を与えて、被災地に熊本県

が、知事が用命したから熊本県が東京以外で

初めて来たんじゃないですか。 

 だから、そういうね、そういうところがた

だ、例えばラグビーの券を買わなきゃいか

ぬ、そうすると、もうテストマッチだからど

うだからといって、日本チームが来るかとい

って、みんなで力を合わせてやる。だから一

つ一つスポーツ振興には、私は言ったじゃな

いですか、あなたにも。スポーツ振興にはそ

ういうみんなの思いがやっぱ重なって、ムー

ドが盛り上がっていくんですよ、熊本県が。

だから今、実際ハンドボールが来るんだ、ラ

グビーが来るんだ、オリンピックのキャンプ

を取るんだ、そういった中でやっぱやらなけ

ればいかぬですよ、僕は。部長どうですか、

総合的にやっぱ連携はされてますか、教育委

員会あたりと。 

 だから、ただ来ますから、フラッグが来ま

すから見に行ってくださいじゃ、それじゃ誰

がどう、いつ来るかもわからない。新聞にも

載らないですよ、何月何日どこというのを。

県が広報するわけでもない。だから、お年寄

りの人たちが意外と「あー、これはオリンピ

ックばい」｡私は、子どもたちに見てほしか

っですよ、こういうのは。だからスポーツ振

興は伸びらないじゃないですか。どうでしょ

うか。最後に締めてもらわな、部長に。 

 

〇奥薗商工観光労働部長 本当にいいスポー

ツというのが非常に万人の方に夢と希望を与

えるという力があるんだなと、今回のテスト

マッチもそう思いました。 

 やはり、どう話題を取っていくかというこ

とで、例えばフラッグツアーが来ると、それ

を生かして次に生かすというような戦略性が
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少し足りなかったかなというふうに、率直に

思います。 

 何が皆さんの関心事になるかとかいうのが

見えない部分がありまして、フラッグツアー

につきましても、ありがたいことに、まあ突

然と言っては悪いんですけれども、かなり意

外性の中でいただきました企画でございます

ので、そういったものを、より効果的に使っ

ていくと言いましょうか、利用して皆さんの

機運を盛り上げていくというのが確かに必要

だなと思いますので、今後とも連携をとらせ

ていただきながらやらせていただきたいなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 

〇荒木章博委員 ぜひ、市町村初め教育委員

会やら体育保健課は一生懸命やられよるとで

すよ。休みの日にも組み立てをされたり、担

当の人たちなんかもうかわいそうですよ、本

当にもう。そして市町村の人たちが次の場所

は取りに行くと。それはいいんですよ。た

だ、やっぱりせっかく、私は熊本市ですから

熊本市の人たちがお年寄りたちが多かった。

子どもたちなんか隣にその場所があるのに見

にも行かない。何月何日からあっているのも

わからない。何時から何時まであって、行っ

たらもう４時には閉まっとった。だから、そ

ういうやっぱその思いというものを、スポー

ツ振興の思いというのを盛り上げていくのが

国際スポーツの委員会じゃないかと思うんで

すよね。それにはやっぱ原動力は、やっぱり

部長が、商工観光労働部長が先頭を切って、

各省庁やら熊本市やら市町村の教育委員会に

頼まれて、こういうのがあるから子どもたち

にと。見る時間というのは、正直言って５分

もかからないんですよ、写真撮って行くぐら

いですから。せっかく知事も努力をされて、

今日までフラッグを持ってこられたんだか

ら、岩下議長にもパラリンピック旗を渡され

て、県議会議長として受け取られてやってい

るんだから、そこんところはちょっと悲しい

んですよね。 

 引き続き。まあフラッグはもう来ませんか

ら、そういう一つ一つでやっぱ盛り上げてい

きましょうよ。ラグビーの試合でもハンドボ

ールでも、余り有名でないチームが来ても、

みんなで子どもたちが、やっぱスポーツなん

だということでお願いしたいと思います。 

 次にもう１点、今質問なんですけど、ここ

の18ページにオリンピックキャンプ地の誘致

ということで、誘致の予算が上限額が50万か

ら100万に上がった。これはもう、100万でも

僕は少ない。キャンプ実際に来てくれるなら

ば、そういう地域の触れ合いとか。だから、

これにはもちろん補助金、誘致をやるからに

は、やっぱそういう地域とのですよ、例えば

山鹿でやるとか益城でやるとか、そういう子

どもたちとの触れ合いのことも入れた増額予

算ですかね。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 18ページの下のその他のところですけれ

ども、今回、誘致段階の上限額を50万円から

100万円に増額するというのは、市町村の方

が誘致活動をされる際の活動経費、これを50

万円から100万円に増加するというものと、

あと、これまでは国内の移動経費だけを対象

にしていたんですけれども、海外に行かれる

際もその対象にするという２点の改正を行い

ました。 

 今、荒木委員おっしゃった、実際来られて

地元とのいろんな交流をしていただく、その

際に一定額を補助するという、それは去年か

ら同じようにやっておりまして、そこは変わ

っておりません。 

 

〇荒木章博委員 じゃあ、100万プラス、100

万の中でやるということですか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課
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長 ちょっと二本立てになっていまして、今

回改正したのは誘致活動をするための経費に

ついての改正です。 

 二本立てのうちのもう一本で、実際に来ら

れます。昨年、日本の女子レスリングのチー

ムが来られました。参加者１人当たり5,000

円という補助を出します。その上限も100万

円なんですけれども、その受け入れる際に補

助金を出す条件として、地元の方との交流、

例えばレスリング教室を地元の子どもとやっ

てもらうとか、そういったことはやってくだ

さいねという条件にしますので、今回の改正

はそれとは別に、実際誘致活動される際に、

より使いやすくしていただくための改正とい

うことでございます。 

 

〇荒木章博委員 なら200万ということです

かね。100万、100万ということですか。100

万、50万ということですか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 活動が別になれば、それぞれ対象にはな

ります。 

 

〇荒木章博委員 100万、100万、最高限度額

は100万、100万と認識していいわけですね。

だから、これをもう一つのほうを50万から

100万に上げたということですね。そこがち

ょっと説明なかったものだから、尋ねた。 

 それで、それに関することで、やっぱり剣

道の世界大会が再来年だったかな、３年に1

回ですから、日本で開催される。実際今、日

本と韓国が競り合っているんですけれども、

韓国チームが熊本でキャンプしようというこ

とで、県からの助成はゼロなんですよ、はっ

きり言ってですね。熊本市の助成で、まあ

二、三十万か知らぬけれども、幾らか予算は

宿泊、一日何日で最高限度額は決まっている

んですよね。県の補助対象はないんですよ。 

 だから、やっぱ国際スポーツの、オリンピ

ックだけではなくて、やっぱ国際スポーツで

すからそういう多くのキャンプ誘致するとい

うこと。だから私も九州学院の高校生を連れ

てイギリス、フランス代表チームと、私が団

長で試合、ナショナルチームと試合。非常に

役に立つんですよ、はっきり言って。それ

で、もちろん向こうから来る、そしてキャン

プをして稽古会をする。だから県警本部とか

の道場を借りたりとか、県警本部の選手と試

合をやったり、武道館で熊本県の、そうする

と宮崎県警、長崎県警、九州の各県のエース

たちが５人ずつ集まって熊本で宿泊して韓国

と試合をするんですよね。 

 そういったことも、今、韓国の李会長がこ

の前、地震の、熊本であったとき、そういう

お世話になったからということで熊本県に10

0万義援金を出されたんです、みんなから集

めて。熊本県がやったつよりも向こうのほう

が、熊本県は何もやらぬけれども、向こうの

ほうがお金を出すわけですよ。九州各県そし

て神奈川県警、警視庁からも要するに世界チ

ャンピオンのメンバーが全部熊本で稽古会を

するんですよ。そして、もちろんここに宿泊

するんですよ、全員が。 

だから、そういうやっぱ国際スポーツの向

上というのには非常に僕は役立っていくと思

うんですよね。そういうところで熊本県の高

校生のトップたちと試合をする。もうしこた

まやられちゃう、世界のチームには。それが

経験になって一つの修練を積んでいくんです

よ、はっきり言ってですね。 

だから、やっぱりぜひそういうところも、

今答えられない問題かもしれぬけれども、や

っぱり国際スポーツとしてそういう世界の大

会が日本で開催される。今度は韓国で開催さ

れます。要するに、その子どもたちがオリン

ピック競技に入ってないけれども、剣道とい

うのはオリンピックに入らないというのが全

剣連の姿勢ですから、世界大会でやる。それ

が最高の大会ですから。そして熊本県の選手
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たちが、７名の中の、合計10名の中の５人ぐ

らい熊本県出身ですよ。もちろん熊本県警の

方も入っておられます。だから、そういうと

ころも含めて、国際スポーツという理解のも

とに、100万というのは100万も要らぬです

よ。しかし少しは何か協力できるようなキャ

ンプにして、誘致にして、やっぱお願いし

て、そして被災のときは100万持ってきてく

れたんですよ、はっきり言って。それは振り

込みですから、新聞・テレビには何も出なか

ったんです。やっぱそういう姿勢を示されて

いるから、ぜひ。部長いかがでしょうか、今

の御意見に返答ぐらいしていただけぬでしょ

うか。 

 

〇奥薗商工観光労働部長 この国際スポーツ

の取り組みを通じて、レガシーということ

で、今後どういうものを残していくかという

ことでございますので、委員がおっしゃった

ようなところも一つのレガシーの検討材料に

はなろうかと思いますので、少し検討させて

いただければと思います。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。

はい水谷課長。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 先ほど説明の中でちょっと漏れていたか

もしれませんので。 

 今回のキャンプ誘致の事業は、市町村また

競技団体が誘致活動をされる、主体としてさ

れる際に、県が一部補助しますという形なも

のですから、県が直接その競技団体とか外国

のチームに渡す、そういう仕組みではござい

ません。市町村・競技団体等が誘致活動を行

う、それを県が支援するという形になってお

りますので。 

 

〇荒木章博委員 それが100万で、県のほう

の助成が100万あるということでしょう。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 そうです。 

 

〇荒木章博委員 ですね。だから今度のやつ

は県がその100万と違って、誘致の各市町村

に対して助成するということでしょう。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 どちらも市町村に。 

 

〇荒木章博委員 誘致するということ。は

い、わかりました。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、次に共通する事項について質疑

はありませんか。 

  

〇松田三郎委員 最後のページ、説明28ペー

ジの組織図を見て、この両大会も、ラグビー

なんか３試合でも期間が長いので、その間、

本国から応援に来られた方々も、ぜひ熊本県

内を観光してもらいたいとか、場合によって

は福岡、大分、オール九州でこういう方をも

てなす。 

 また、溝口先生御指摘のように、仮に余り

なじみのないチームは、マッチメークになっ

たときでも、できるだけ来た人に観光のほう

で何とかもうけられれば、実を取れるかな。 

 そこで、このカードの中の広報誘客課か、

きょう国際課、観光物産課もお見えですの

で、ここからどこか入っているのか、もしく

はそうじゃなくて通常の同じ商工の部内だか

ら、きちっと連携をとりながら国際課の仕事

もあるいは観光物産課もやるのか。いや、こ

れとは全く別に普段からやっておりますとい

う、どういうかかわり具合なのかというの

を。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課
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長 28ページにお示しします組織図というの

は、県と熊本市を中心として２つの国際大会

を、またオリンピックキャンプ誘致ですね、

それを実施するために特別に事務局をつくっ

ております。その中の体制でございます。で

すので、通常の県がやっております国際課と

か観光の仕事というのは、それぞれの観光物

産課、国際課がやっているということで、当

然連携はとっておりますけれども、それぞれ

やっていくという仕切りでございます。 

 

〇松田三郎委員 はい、わかりました。 

 じゃぁ、せっかくお見えですので、例えば

観光物産課長の意気込みなどを。 

 

〇永友観光物産課長 2019年に向けて観光物

産課としましても、今いろいろと政策展開を

考えておりまして、インバウンドは今国際課

のほうでやっていますけど、大きくは2019年

の７月から９月に、ＪＲとタイアップしたデ

スティネーションキャンペーン、国内最大級

のキャンペーンをやります。それに向けて、

今、阿蘇と熊本城が被災していますので、そ

こを見せる部分と、それ以外の各地域をいか

に底上げしていくかというところで今現在取

り組みを進めておりますので、そこでしっか

りと磨き上げをして、2019年にお客さんいっ

ぱい来ていただけるように取り組んでまいり

たいというふうに考えております。 

 

〇小金丸国際課長 併せまして、国際課で

す。 

 国際課のほうでは、４月から海外インバウ

ンドの担当をさせていただいております。国

際課におきましては、ラグビーのワールドカ

ップに関しましては、開催地であります福岡

県それから大分県と連携する中で、九州観光

推進機構も入りまして、昨日第１回目のそう

いった誘客関係、いろいろ観光エクスカーシ

ョンの会議が、実務レベルの会議が行われて

おります。そういったことでキックオフが始

まっておりますので、しっかりと、ほかの大

会も含めまして関係課と連携して取り組んで

まいりたいと思っております。 

 

〇松田三郎委員 はい、いいです。 

 

〇池田和貴委員長 よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 

〇溝口幸治委員 済みません。 

 さっき、ちょっと執行部からふれていただ

きましたけど、先般行われた九州議長会で熊

本県からの提案ということで、大分、福岡と

も連携しながら国際スポーツ大会を2019それ

から2020をしっかり九州全体で取り組んでい

こうということを議題として出させていただ

いております。 

 それから、これ西先生も渕上先生も一緒で

すけれども、九州未来創造会議、これ来年度

のテーマをぜひこの国際スポーツ2019、20年

に絞って、九州としてどう連携をしていくか

ということを、ぜひ議題として取り上げてい

ただきたいということを提案するようにして

おりますので、委員の皆さん方にはそれをお

知らせしておきます。 

 執行部に、今熊本県の取り組みはわかるん

ですけれども、やっぱ海外から来る人は九州

全体とか日本を見て来るので、ぜひそのあた

りの九州全体との連携を、今もやられている

のかもしれませんが、具体的に2019というの

はもう日にちが迫ってきましたので、そのあ

たりどうやるのかというのをしっかり検討し

ておいてほしいというふうに思います。 

 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、ちょっと１点。済みません県警

の方にお伺いしたいんですけど、今回2019と

2020かなり外国のお客様が来られると思うん



第13回 熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録（平成29年６月22日) 

 - 25 - 

ですね。特にラグビーはマッチメイキングに

よって変わってくると思うんですけど、やっ

ぱ警備とかの関係上、多言語化といいます

か、警備側とかもうやっぱり言葉の問題って

出てくると思うんですけど、その辺について

は何か対策か何かは考えていらっしゃるとこ

ろはあるんでしょうか。 

 

〇森本警備第二課長 警備第二課長の森本で

す。 

 現在2019とか2020の前に、熊本県内におい

ても来日外国人による犯罪とかが発生してい

る状況でありますので、その者を調べる際に

は、やっぱ言語が、その国の言葉が必要とな

ってきます。 

 ですから県警におきましては、通訳ができ

るように英語、中国語、ロシア語とかそうい

ったものをしゃべることができる人間を育成

し、現在もうそうやってしゃべる者も実際お

ります。 

 それで、今、御指摘のとおり2019のラグビ

ーの関係とか2020のオリ・パラにつきまして

も、やっぱり多数の国から日本を訪問されま

すので、それに対応できるように、やっぱり

語学ができる者を、これ以上にふやしていか

なければならないのではないかなと考えま

す。 

 ただし、それで自分で勉強して、お金もか

けずにしてくれるのが一番いいんでしょうけ

ど、しかし、やっぱり予算が必要となってき

ます。現在も県費等で、たしか海外に研修に

行かせてもらっているところがあると思いま

すので、そういった制度のまた拡充じゃない

ですけど、それをしていただければ、また国

際感覚を持った警察官というのを育成できま

すし、それがまた19とか20のときに活躍して

くれるんではないかなと考えております。 

 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 わかりました。ありがと

うございました。 

 準備には時間かかると思うんですね。頑張

ってください。 

 ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇池田和貴委員長 なければ、質疑はこれで

終了したいと思います。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮りし

ます。 

 本委員会に付託の調査事件については、審

査未了のため次期定例会まで本委員会を存続

し審査する旨、議長に申し出ることとしてよ

ろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇池田和貴委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 次にその他に入りますが、何かございます

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

〇池田和貴委員長 ありませんか。なけれ

ば、これをもちまして本日の委員会を閉会を

いたします。お疲れさまでございました。 

  午前11時34分閉会 
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